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 粕川地区 の人口と 世帯   

 人 口 １０，６５８人 

 男   ５，３５７人  

 女   ５，３０１人 

 世帯数  ４，１９６世帯 

 （ 令 和 ２ 年 ２ 月 末 現 在 ） 

青少年の健全育成や非行防止

活動を推進するため、各地区

から２０名が選出され活動し

ています。現推進員は、今年

の ３ 月 末 を も っ て 退 任 と な

り、活動は新推進員へと引き

継がれます。 

実施期間：令和２年３月１５日    

                                ～４月３０日 
 

 

 

 

 

 

 

 

◇「おぜのかみさま県民運動」を

推進し、地域と家庭で子どもたち

の安全・安心なインターネット利

用を考えよう 

写 真 を 送 ら な い 

ぜ っ た い 会 わ な い 

個 人 情 報 を の せ な い 

悪 口 を か き こ ま な い 

有 害 サ イ ト を み な い 

出 会 い を さ が さ な い

ル ー ル を 守 る 

任期３年の間、青色パトロー

ル、上電駅頭での声掛け運動の

ほか、のびゆく子どものつど

い、粕川まつりでの協力活動

等々、地域の子どもたちの見守

りと健全育成に寄与してまいり

ました。会長の田部井孝和さん

は、日頃から「当たり前のこと

スローシティとは、地域の食や農

産物、生活・歴史文化自然環境を

大切にした個性・多様性を尊重す

る取り組みです。本市では、赤城南麓地域がスロー

シティ国際連盟への加入が認められました。 

粕川地区の素晴らしい地域財産を守り、伝え、発展

させながら、ふるさとの誇りや活力を高めていきま

しょう。 

粕川公民館ロビーと粕川支所正面玄関の西側に

スローシティコーナーができました。地域の歴

史文化などに関する展示物が並んでいます。 

を当たり前にできるように」

と 定 例 会 議 の 中 で 伝 え て い

て、そ う い っ た 共 通 認 識 の

中、活動を行ってきました。

４月からは、新体制となりま

すが、今までの実績やノウハ

ウを引き継いで活動を続けて

いきます。 

http://www.city.maebashi.gunma.jp/


□
毎
年
忘
れ
ず
に
健
診
を
受
診

し
、
ご
自
身
の
健
康
状
態
を
確

認
し
ま
し
ょ
う
。
年
度
当
初
に

発
送
す
る
受
診
シ
ー
ル
で
無
料

に
て
受
診
で
き
ま
す
。 

か
か
り
つ
け
医
な
ど
で
お
早
め

に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。 

□
人
間
ド
ッ
ク
健
診
費
の
一
部
を
助

成
し
ま
す
。 

■
受
付
期
間
・場
所 

※
会
場
申
請

の
場
合 

第
１
次
：
４
月
５
日
（日
）
～
８
日
（
水
） 

※
５
日
（
日
）
は
保
健
セ
ン
タ
ー
の
み

と
な
り
ま
す
。 

第
２
次
：
６
月
３
日(

水)

～
12
月
28

日
（
月
） 

 

保
健
セ
ン
タ
ー
、
各
支
所
（大
胡
・宮

城
・
粕
川
・
富
士
見
） 

そ
の
他
、
詳
細
は
、
「
広
報
ま
え
ば

し
」３
月
15
日
号
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。 

□
問
い
合
わ
せ
先 

国
保
人
間
ド
ッ
ク
に
つ
い
て
は 

国
民
健
康
保
険
課 

保
健
指
導
室 

℡
２
２
０
ー
５
７
１
５ 

前
橋
市
保
健
所
で
は
、
「
ひ
き
こ

も
り
」
に
関
す
る
相
談
窓
口
を
用

意
し
て
い
ま
す
。 

ひ
き
こ
も
り
は
、
だ
れ
に
で
も
起

こ
り
得
ま
す
。 

悩
み
や
苦
し
み
を
抱
え
込
む
前

に
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。 

問
い
合
わ
せ
＝
前
橋
市
保
健
所
保

健
予
防
課
（
電
話
番
号
０
２
７
ー

２
２
０
ー
５
７
８
７
） 

ご
家
庭
で
埋
も
れ
て
い
る
本
を
有

効
利
用(

リ
ユ
ー
ス)

し
て
も
ら
う

場
と
し
て
、
図
書
館
分
館
に
「
リ

ユ
ー
ス
図
書
」
コ
ー
ナ
ー
を
設
置

し
ま
す
の
で
、
不
要
に
な
っ
た
本

が
あ
り
ま
し
た
ら
お
持
ち
く
だ
さ

い
。 

受
付
期
限
＝
４
月
19
日
（
日
）
ま

で 受
付
方
法
＝
図
書
館
分
館
の
開
館

時
間
に
窓
口
カ
ウ
ン
タ
ー
に
お
持

ち
く
だ
さ
い
。
お
持
ち
込
み
い
た

だ
け
る
の
は
、
１
回
に
つ
き
10
冊

程
度
と
し
ま
す
。 

資
料
の
持
ち
出
し
＝
同
コ
ー
ナ
ー

に
あ
る
資
料
は
、
来
館
者
が
自
由

に
持
ち
出
せ
ま
す
。
持
ち
出
す
冊

数
、
回
数
に
制
限
は
あ
り
ま
せ

ん
。 

問
い
合
わ
せ
先
＝
詳
し
く
は
図
書

館
分
館
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
（
２
８
５-

３
３
１
２
） 

 

後
期
高
齢
者
医
療
人
間
ド
ッ
ク
に
つ

い
て
は 

同 

課 
 

医
療
給
付
係 

℡
８
９

８
ー
６
２
５
３ 

近年、子どもを取りまく環境が著しく変化する中、子ど

もをめぐる問題は一層深刻化しています。特に「虐待」

は、見逃すことが許されない極めて深刻で重大な人権侵

害です。しかし、子どもへの虐待件数は年々、増加する

傾向にあり、多くの尊い命が失われています。 

また、「いじめ」も大きな社会問題であり、背景には子

ども達の人間関係の未熟さやストレスの増加などが原因

としてあげられます。その根底には他人に対する思いや

り、いたわりといった人権尊重意識の希薄さがあると思

われます。これらの問題を解決するためには学校や家

庭、地域社会で「子育て」と「子どもの人権」への関心

を高めていき、一人ひとりの人間尊重意識を醸成してい

くことが重要です。人権啓発リーフレット「やさしい

心」より 

２月１５日（土）、第７３回「上毛かる

た」競技県大会が行われました。成績上位

者の結果は、次のとおりです。 

●小学校高学年の部（団体） 

 第４位 女渕子ども会（大西仁菜、 

 木島頼斗、真下翔椰、松村心暖） 
 

●中学校の部（団体） 

 準優勝 女渕子ども会（中里美心、 

 原野恋羽、木島みな弥、坂本稜介） 
 

●小学校低学年（個人） 

 第４位 深津子ども会 中島美尋 
 

●中学校の部（個人） 

 第６位 膳子ども会 新井雄稀 



ともだちと たくさんあそんで げんきだよ 

        岡部 李桜（粕川小１年） 

ありがとう いえばつながる えがおのわ 

        高橋 宗志（粕川小１年） 

わになって みんなであそぶ 月だ小 

        松井 優翔（月田小１年） 

小学校児童の標語をご紹介します。 

（敬称略） 

代
議
士

【
金
子
与
重
郎
】
⑪ 

-

国

会

で

の

活

躍

④

- 

 

金
子
代
議
士
の
国
会
で
の
活

躍
は
、
枚
挙
に
遑

い
と
ま

が
な
い
。 

群
馬
県
に
関
連
し
た
法
案
や
通

過
さ
せ
た
議
案
、
日
頃
語
っ
て

い
た
語
録
を
紹
介
し
た
い
。 

◆
亡
く
な
る
２
か
月
前
、
こ
ん

に
ゃ
く
の
輸
入
自
由
化
が
問
題

に
な
り
、
農
林
省
側
は
強
固

だ
っ
た
。
「
金
子
代
議
士
さ
え

承
諾
す
れ
ば
」
と
い
う
こ
と
に

な
っ
て
い
た
。
甘
楽
、
北
群
馬

郡
の
こ
ん
に
ゃ
く
栽
培
農
家
の

代
表
者
の
陳
情
団
が
来
る
な

ど
、
県
選
出
の
代
議
士
を
通
じ

て
猛
反
対
運
動
を
展
開
し
た
。 

「
俺
が
こ
こ
で
色
よ
く
返
事
さ

え
す
れ
ば
百
万
円
位
の
金
が
懐

に
入
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ

で
は
農
民
の
代
表
で
無
く
な

る
」
と
言
っ
て
最
後
ま
で
拒
否

し
た
。 

「
飲
ま
せ
る
、
抱
か
せ
る
、
握

ら
せ
る
三
拍
子
揃
っ
て
も
節
を

曲
げ
な
か
っ
た
真
の
農
民
代
表

で
あ
り
群
馬
の
誇
り
で
あ
っ

た
」
と
当
時
の
農
政
連
常
任
理

事
深
沢
好
之
氏
は
述
懐
し
て
い

た
。 

◆
昭
和

28
年
、
国
会
に
畑
地

灌
漑
法
を
提
出
し
、
６
億
円
の

予
算
を
獲
得
し
た
。
懸
案
で

あ
っ
た
佐
波
郡
東
村
６
町
歩
の

軽
鬆
土

け
い
し
ょ
う
ど

地
帯
の
土
地
開
発
や
、

東
村
南
部
三
室
地
区
百
五
十
町

歩
の
畑
地
灌
漑
土
地
改
良
計
画

を
進
め
実
現
さ
せ
た
。 

◆
群
馬
県
の
凍
霜
害
の
時
も

「
群
馬
県
一
県
で
は
」
と
言
っ

て
自
由
党
が
こ
れ
を
蹴
っ
た

が
、
金
子
代
議
士
は
国
会
が
済

ん
で
か
ら
大
蔵
省
と
自
由
党
の

委
員
の
所
に
乗
り
込
み
、
談
じ

尽
く
し
て
、
災
害
費
を
取
る
こ

と
が
で
き
た
。
こ
れ
は
、
国
会

内
で
人
柄
が
買
わ
れ
て
い
た

し
、
た
だ
た
だ
農
民
を
思
う
一

心
か
ら
出
来
た
の
で
あ
っ
た
。 

-

金

子

代

議

士

語

録- 

◆
「
農
業
協
同
組
合
運
動
は
、

協
同
組
合
を
盛
ん
に
す
る
た
め

だ
け
の
運
動
で
は
い
け
な
い
。

我
々
は
、
社
会
全
体
が
良
く
な

る
た
め
に
や
っ
て
い
る
の
で

あ
っ
て
、
社
会
連
帯
の
精
神
で

や
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
組

合
だ
け
の
運
動
で
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
」
と
現
在
の
農
業
協
同

組
合
に
通
じ
る
戒
め
で
も
あ

る
。 

◆
「
政
治
家
と
し
て
俺
は
愚
直

な
男
で
、
一
本
気
だ
が
、
農
村

問
題
が
軽
視
さ
れ
て
い
る
だ
け

に
、
俺
は
農
村
に
は
特
に
真
剣

に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
愚
直
な
男
は
愚
直
な
り
に

農
村
問
題
で
死
ぬ
ま
で
努
力
す

る
よ
」
と
言
っ
て
い
た
が
、
味

の
あ
る
言
葉
だ
っ
た
と
当
時
の

同
僚
代
議
士
は
語
っ
て
い
た
と

い
う
。 

◆
金
子
代
議
士
の
理
論
は
、
日

本
農
業
の
周
密
な
分
析
か
ら
出

発
し
て
い
る
。 

「
四
割
余
り
の
人
口
の
あ
る
農

家
が
、
そ
の
所
得
の
面
と
な
る

と
一
割
六
～
七
分
に
過
ぎ
な

い
。
国
民
所
得
の
跛
行
性

は
こ
う
せ
い

を
指

摘
し
た
い
。
資
本
主
義
の
重
圧

は
も
と
よ
り
、
組
織
労
働
者
よ

り
も
恵
ま
れ
な
い
の
が
農
民
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
経
済
政

策
に
併
せ
て
社
会
政
策
を
施
行

し
て
始
め
て
農
村
が
自
立
出
来

る
の
で
あ
る
」
と
力
説
し
、
理

路
整
然
と
国
会
で
強
訴
す
る
の

で
あ
っ
た
。 

◆
農
民
が
陳
情
に
国
会
に
来
れ

ば
「
こ
の
農
繁
期
に
何
し
に
来

た
。
俺
に
任
せ
て
早
く
帰
っ
て

田
の
草
で
も
取
れ
」
と
農
民
の

苦
労
を
知
り
、
愛
す
る
が
故
に

叱
り
つ
け
た
と
い
う
。 

◆
視
察
旅
行
に
行
っ
て
、
旅
館

の
窓
か
ら
百
姓
の
家
や
田
畑
の

見
え
る
所
に
は
部
屋
を
取
ら
な

か
っ
た
。
「
百
姓
が
汗
水
流
し

て
い
る
の
に
安
閑
と
し
て
休
ん

で
い
ら
れ
る
か
」
と
言
っ
て
百

姓
議
員
に
誇
り
を
感
じ
、
農
民

に
限
り
な
い
愛
情
を
抱
い
て
い

た
。 

 

農
政
に
関
し
て
も
腹
を
決
め

て
、
一
度
言
い
出
し
た
ら
梃 て

こ

で

も
動
か
な
い
農
民
を
想
う
義
の

人
で
あ
っ
た
。 

 
 
 

次
号
に
続
く
宮
崎
・
記 



◆ 問合せ先 

 前橋市立図書館 ☎027（224）4311 

 粕川分館    ☎027（285）3312 

◆ 開館時間  

＜ 平    日 ＞ 午前10時 ～ 午後 6時 

＜ 土・日・祝日 ＞ 午前10時 ～ 午後 5時 

郵便局 
粕川支所 

粕川小 

元群馬銀行 

大
胡
地
区 

桐
生
市 

粕
川 

粕川分館 
（粕川公民館内） 

日 時 ：4月13日 （ 月 ） 

   4月25日 （ 土 ） 

・ ・ 

内 容：絵本の読み聞かせ、パネルシアタ－など、   

    手遊びうたを交えながらのおはなし会や簡   

    単な工作づくりもあり、一緒に楽しいひと 

    ときを過ごします。 

場 所：粕川分館 絵本コーナー 

毎日忙しく、行き詰っている大人にこそ読

んで欲しい絵本です。誰もが知っている

「３びきのこぶた」のパロディ版かと思い

きや、奥深く考えさせられる内容です。 

「３びきのかわいいオオ

カミ」 

ユージーン・トリビザス文  

ヘレン・オクセンバリー絵  

こだまともこ作 

◆ 休 館 日 ＜ 木曜日 ＞  

  ３月  ５．１２．１９．２６ 

  ４月  ２．９．１６．２３．３０ 

  ※２９日（日）～１月４日（土）年末年始 

15：30～ 

10：30～ 

●春季ソフトテニス大会 

  ４月１９日（日）  

  テニスコート（B3・B4） 

●地区体協杯野球大会 

  ４月１２・１９・２６日（日）  

  粕川小校庭 

●憎めないブス 清川キヨコ 著 

●致命傷 小杉健治 著 

●糸 林民夫 著 

●イマジン？ 有川ひろ 著 

●逆転キッチン 池田和寛 著 

●踏み跡にたたずんで 小野正嗣 著 

●まむし三代記 木下昌輝 著 

●歌舞伎座の怪紳士 近藤史恵 著 

●母さんは料理がへたすぎ

る 

白石睦月 著 

●涼子点景1964 森谷明子 著 

〇グレーテルの白い小鳥 斉藤洋 作  

〇朔と新 いとうみく 著 

〇窓 小手鞠るい 作 

〇おかあさんだ まついのりこ 作・絵 

〇ごはん山 はらぺこめがね 著 

〇空色のゆりいす 安房直子 作 

〇ひなまつりパーティーはるらん

らん 

すとうあさえ 文 

〇やきいもとおにぎり みやにしたつや 作・絵 

〇きんぎょがにげた （大型絵本） 五味太郎 作 

〇とんとんとん （大型絵本） あきやまただし 作・絵 

おしらせ  ３月２５日（水）まで、新型コロナウイルス感染拡大防止のため読書スペース等は利用禁止 

      とします。図書資料などの貸し出しや返却、予約などは通常通り行います。 


